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 〈研究目的〉障害者の就労支援の法的整備が進む中、多くの障害者の就労が実現してい
る。その一方就労を希望するものの、就労への一歩が踏み出せず、長期に亘ってデイケ
アや作業所を利用し続けるものも少なくない。そのような障害者の中には就労のイメー
ジが漠然とし「自分が何の仕事に就けばよいのか分からない」といった発言を聞く事が
多く、「自己認識の低さ」が伺える。そこで今回、自己の能力への関心を高め、自分の
得意・不得意、職業関心を高めるための障害者に対する教育的プログラムを実施し、そ
の効果を検証することを目的に本研究を実施した。  
〈方法〉単科の精神科病院のデイケア利用者に対して、研究の目的・実施方法を説明、
同意の得られたものを対象とした。教育的プログラムの効果を測定するために、初回と
最終回に「自意識尺度」「一般性セルフエフィカシー尺度 (以下 GSES)」を実施した。ま
た毎回終了後にはアンケートを実施した。プログラムの実施内容は、週 1 回、90 分実施。
合計 6 回実施し、スタッフは作業療法士 2 名が担当した。プログラムの内容は毎回テー
マを定め、種種の自己記入式の評価尺度の利用や、またテーマに沿ったミニレクチャー
等をすることで、自己への関心・自己への気づきを促した。最後に、参加者から感想や
意見を出してもらいテーマにそって話し合いを行った。実施したテーマは、第 1 回：オ
リエンテーションと「自信」について、第 2 回「健康度」、第 3 回：「自分の特技・興味」、
第 4 回：「作業能力」、第 5 回：「対人関係」、第 6 回：「まとめと発表会」であった。  
〈結果〉今回の研究に同意の得られた参加者は 20 代から 50 代の 9 名であった。参加者
は毎回１～2 名の欠席があり、80%程度の参加率であった。参加時の様子は、集中して取
り組まれ、また話し合い時も多くの意見が出された。 
評価尺度の結果においては、自己効力感尺度では、初回と終了時の比較において、最
終回参加者 7 名中 5 名に点数の向上が見られ、1 名は変化なし、1 名は低下であった。
平均点の比較では、初回が 6.3 点であったのに対し、終了時は 7.7 点と向上がみられた。
自意識尺度の結果では、点数の向上したものと下がったものが半数ずつと全般的な傾向
は見られなかったが、私的自意識と公的自意識の差が、初回の差の平均が 6.9 であった
のに対し、終了時は 4.7 と差が小さくなっていた。  
 毎回のアンケートの結果においては 5 点満点中(点数が高いほど満足度が高い )毎回 4
点以上の平均点であった。アンケートの自由記載欄には、「自己分析出来てよかった」
「（このプログラムが）気づくきっかけとなった」、「自分を向上できるために自分を見
直そうと思った」、「今後の仕事を考え直す事ができた」などの意見があった。  
〈考察〉結果より、本プログラムへの参加満足度は高く、また自己効力感尺度に点数の
向上が大半の参加者に見られたことは、今回のプログラムへの参加が、「自信」に繋がっ
たのではないかと考える。また自意識尺度の私的・公的の差が少なくなったことは自己
への関心に偏りが少なくなったことが考えられた。  
今後さらに分析を進め、就労に結びつく、より効果的なプログラムの立案に繋げてい
きたいと考える。 
 
